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(57)【要約】
【課題】ユーザ機器およびネットワーク記録デバイスを
使用して番組を録画するシステムおよび方法を提供する
こと。
【解決手段】双方向テレビ・アプリケーションは、録画
用に選択された番組を録画するために十分なリソース（
チューナまたはスペースなど）をユーザ機器が有してい
るか否かを決定してもよい。本双方向テレビ・アプリケ
ーションは、ユーザ機器が十分なリソースを有していな
いと決定した場合、ネットワーク記録デバイスを用いて
録画するための番組を自動的に、またはユーザ指示を受
けて選択してもよい。いくつかの実施形態では、ユーザ
がネットワーク記録デバイスの使用料金を支払う必要が
あることもあり、または所定のレベル層のサービスの購
入を要求されることもある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　明細書に記載の番組録画の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザのローカル機器が番組録画のために十分なリソースを欠いている場合
にネットワーク記録デバイスに番組を録画するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル・ビデオ記録（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ：ＤＶＲ）
デバイスなどの記録デバイスは、当業者では周知である。一部のＤＶＲシステムは、多数
の番組を同時に録画するための多数のチューナを備えることもある。しかし、このような
システムは、有している利用可能なチューナと同数の番組を同時に録画することしかでき
ない。各チューナが、一度に１番組しか録画できないからである。ユーザのＤＶＲシステ
ムが２つのチューナしか有しておらず、たとえば、同時刻に放送されている３試合のＮＣ
ＡＡ大学バスケット選手権を録画したい場合には、ユーザは、そのうち２試合を録画用に
選択することを強いられ、３番目の試合は録画できないことになる。
【０００３】
　利用可能なストレージ・スペースもまた、ＤＶＲの番組録画能力を制約するものである
。録画のために十分なスペースが利用できない場合、ユーザは、その録画のキャンセル、
または、録画済み番組のＤＶＲからの消去のいずれかを行う必要がある。さらに、帯域幅
の制限も多数の番組の同時録画に対する制約となることがある。たとえば、ＤＶＲ内のハ
ードディスクに求められる総帯域幅により、ＤＶＲデバイスが特定数を超える番組を同時
に録画する能力が制限されることもある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、録画用に有するリソース以上の番組を録画するデジタル記録システムおよ
び方法を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のこの目的およびその他の目的は、本発明の原理に従い、ユーザのローカル機器
が録画のために十分なリソースを欠いている場合に、ネットワーク記録デバイスに番組を
録画するシステムおよび方法を提供することにより達成される。
【０００６】
　ユーザ機器は、双方向番組ガイドなどの双方向テレビ・アプリケーションを備える。本
双方向テレビ・アプリケーションにより、ユーザは、記録デバイスで録画する番組、さら
にはユーザ機器内に含まれる番組を開始または予約できる。適時（たとえば、録画が予約
または開始される時、もしくは録画実行前の時点）に、本双方向テレビ・アプリケーショ
ンは、ユーザ機器が録画実行のために十分なリソースを有しているか否かを決定する。た
とえば、本双方向テレビ・アプリケーションは、番組の同時録画に使用できるチューナ数
が十分にあるか否か、または、記録デバイスが所定期間に渡り、番組録画用に十分な空き
スペースを有するか否かを決定してもよい。
【０００７】
　ユーザ機器が、１つ以上の録画を行うために十分なリソースを欠いていれば、その録画
を実行するために、本双方向テレビ・アプリケーションがリモート・ネットワーク記録デ
バイスに要求を送信する。ネットワーク記録デバイスは、その番組（単数または複数）を
録画することにより、または、いくつかの実施形態では、このユーザのために格納済み番
組（同一ネットワーク上の別ユーザの機器からの同様な要求の結果既に録画されている番
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組など）を保持することにより、その要求に応じてもよい。その後、リソースが利用可能
になり再生用に番組をローカルに格納すると、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユ
ーザが、リモート・ネットワーク記録デバイスから番組を再生、またはダウンロードを行
えるようにしてもよい。
【０００８】
　本双方向テレビ・アプリケーションは、任意の適切な方法を用いてローカルで実行する
録画、およびネットワーク記録デバイスで実行する録画を選択してもよい。いくつかの実
施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションは、ローカルで実行する録画またはネッ
トワーク記録デバイスで実行する録画を指示する入力をユーザに要求する。いくつかの実
施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションが、どの録画をローカルまたはネットワ
ーク記録デバイスで実行するかを、たとえば、番組が既にネットワーク記録デバイスによ
り録画済か否か、録画オプション（録画優先度など）、または録画予約されている番組の
特徴（テーマ、俳優など）に基づき自動的に選択する。いくつかの実施形態では、ネット
ワーク記録デバイスが、要求されるであろうと自ら予期する番組を録画してもよい。ネッ
トワーク記録デバイスは、たとえば、現在または過去の要求に基づいて実行されるトレン
ディング・アルゴリズム（ｔｒｅｎｄｉｎｇ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）、および／または、
番組に対する要求数（実際の要求数、または別の番組の要求数との比較など）の閾値化に
よって、そのような番組を特定してもよい。
【０００９】
　本発明の上記およびその他の特徴、性質ならびに様々な利点は、以下の詳細な説明を添
付の図面と併せて考慮すると一層明白になろう。
（項目１）
　ユーザ機器およびネットワーク記録デバイスを用いた番組録画の方法であり、
　録画の実行が上記ユーザ機器のリソースを超えるか否かを決定することと、
　上記録画の実行が上記ユーザ機器の上記リソースを超えるという決定を受けて、上記ネ
ットワーク記録デバイスを用いて上記録画を実行することと
　を含む、方法。
（項目２）
　上記リソースが録画実行のために、複数のチューナとスペースとを備える、項目１に記
載の方法。
（項目３）
　上記録画を実行するために十分なリソースを上記ユーザ機器が有しているか否かを決定
することと、
　上記ユーザ機器が上記録画実行のために十分なリソースを有しているという決定を受け
て、上記ネットワーク記録デバイスを用いた上記録画の実行をキャンセルし、上記ユーザ
機器を用いて上記録画を実行することと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目４）
　録画の実行が上記ユーザ機器のリソースを超えるか否かを決定することは、複数の録画
の実行が上記ユーザ機器の上記リソースを超えるか否かを決定することを含み、上記方法
は、
　複数の録画の実行が上記ユーザ機器の上記リソースを超えるという決定を受けて、上記
複数の録画のうちの第１の録画グループの少なくとも１つおよび上記複数の録画のうちの
第２の録画グループの少なくとも１つを選択することと、
　上記選択された第１の録画グループを上記ユーザ機器を用いて実行し、上記選択された
第２の録画グループを上記ネットワーク記録デバイスを用いて実行することと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目５）
　上記第１および第２の録画グループを選択することが、上記第１および第２の録画グル
ープに含めるための少なくとも１つの録画についてのユーザ選択を受信することを含む、
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項目４に記載の方法。
（項目６）
　上記第１または第２の録画グループを選択することが、１つ以上の基準に基づき上記第
１または第２のグループに含めるために少なくとも１つの録画を自動的に選択することを
含む、項目４に記載の方法。
（項目７）
　上記１つ以上の基準が、録画優先度、番組属性、および上記録画が上記ネットワーク記
録デバイスを用いて既に実行済みであるか否かのうちの少なくとも１つである、項目６に
記載の方法。
（項目８）
　上記ネットワーク記録デバイスが既に実行済みの録画のリストを上記ネットワーク記録
デバイスから受信することと、
　上記ネットワーク記録デバイスから受信された上記リストを、上記ユーザ機器を用いて
実行するために選択された録画と比較することと、
　上記ネットワーク記録デバイスが既に実行済みであって、上記ユーザ機器を用いて実行
されるべく選択された録画を保持するよう上記ネットワーク記録デバイスに指示すること
と、
　をさらに含む、項目６に記載の方法。
（項目９）
　上記ネットワーク記録デバイスを用いて録画された番組を再生するためのユーザ要求を
受信することと、
　上記ネットワーク記録デバイスからＶＯＤ提供物として上記ユーザ機器において上記要
求された番組を受信することと、
　上記ユーザ機器において上記番組を再生することと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１０）
　上記ネットワーク記録デバイスを用いてオリジナルで実行された録画を上記ユーザ機器
に転送することと、
　上記転送された録画を上記ネットワーク記録デバイスから消去することと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　上記録画を受信する十分なリソースを上記ユーザ機器が有しているか否かを決定するこ
とをさらに含み、
　上記録画を上記ユーザ機器に転送することが、上記録画を受信するために十分なリソー
スを上記ユーザ機器が有しているという決定を受けて、上記録画を上記ユーザ機器に転送
することを含む、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　上記録画を実行するために上記ネットワーク記録デバイス内のスペースを購入するため
のユーザ指示を受信することをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　ユーザ機器およびネットワーク記録デバイスを使用して番組を録画する方法であって、
　上記ユーザ機器のリソースを超える録画を実行する指示を上記ユーザ機器から受信する
ことと、
　上記指示の受信を受けて上記ネットワーク記録デバイスを用いて上記録画を実行するこ
とと
　を含む、方法。
（項目１４）
　上記ネットワーク記録デバイスを用いて録画された番組を再生する要求を上記ユーザ機
器から受信することと、
　上記番組を上記ユーザ機器に提供することと、
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　をさらに含む、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　上記番組を上記ユーザ機器に提供することが、上記番組をＶＯＤ提供物として上記ユー
ザ機器に提供することを含む、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
　番組を録画するシステムであって、上記システムはユーザ機器、ネットワーク記録デバ
イスおよび制御回路を備え、上記制御回路が、
　録画の実行が上記ユーザ機器のリソースを超えるか否かを決定することと、
　上記録画の実行が、上記ユーザ機器の上記リソースを超えるであろうという決定を受け
て、上記ネットワーク記録デバイスに上記録画の実行を指示することと
　を行うように構成されている、システム。
（項目１７）
　上記リソースが、録画実行のために、複数のチューナとスペースとを備える項目１６に
記載のシステム。
（項目１８）
　上記制御回路が、
　上記ユーザ機器が上記録画を実行するために十分なリソースを有しているか否かを決定
することと、
　上記ユーザ機器が上記録画を実行するために十分なリソースを有しているという決定を
受けて、上記ネットワーク記録デバイスに上記録画の実行をキャンセルするよう指示し、
かつ上記ユーザ機器に上記録画を実行するよう指示することと
　を行うようにさらに構成されている、項目１６に記載のシステム。
（項目１９）
　上記制御回路が、
　複数の録画の実行が上記ユーザ機器の上記リソースを超えるか否かを決定することと、
　複数の録画の実行が上記ユーザ機器の上記リソースを超えるという決定を受けて、上記
複数の録画の少なくとも１つから成る第１の録画グループ、および上記複数の録画の少な
くとも１つから成る第２の録画グループを選択することと、
　上記ユーザ機器に上記選択された第１の録画グループを実行するよう指示し、かつ上記
ネットワーク記録デバイスに上記選択された第２の録画グループを実行するよう指示する
ことと
　を行うようにさらに構成されている、項目１６に記載のシステム。
（項目２０）
　上記制御回路が、上記第１または第２の録画グループに含めるための少なくとも１つの
録画についてのユーザ選択を受信するようにさらに構成されている、項目１９に記載のシ
ステム。
（項目２１）
　上記制御回路が、１つ以上の基準に基づき上記第１および上記第２のグループに含める
ために少なくとも１つの録画を自動的に選択するようにさらに構成されている、項目１９
に記載のシステム。
（項目２２）
　上記１つ以上の基準が、録画優先度、番組属性および上記録画が上記ネットワーク記録
デバイスを用いて既に実行済みか否かのうちの少なくとも１つである、項目２１に記載の
システム。
（項目２３）
　上記システムは、ディスプレイ・アダプタをさらに備え、上記制御回路が、
　上記ネットワーク記録デバイスを用いて録画された番組の再生のためのユーザ要求を受
信することと、
　上記要求された番組をＶＯＤ提供物として上記ネットワーク記録デバイスから上記ユー
ザ機器にて受信することと、
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　上記ユーザ機器において上記番組を出力するよう上記ディスプレイ・アダプタに指示す
ることと
　を行うようにさらに構成されている、項目１６に記載のシステム。
（項目２４）
　上記制御回路が、
　上記ネットワーク記録デバイスを用いて先に実行された録画を上記ユーザ機器に転送し
、
　上記転送された録画を上記ネットワーク記録デバイスから消去する
　ようにさらに構成されている、項目１６に記載のシステム。
（項目２５）
　上記制御回路が、
　上記ユーザ機器が上記録画を受信する十分なリソースを有しているか否かを決定し、
　上記ユーザ機器が上記録画を受信するために十分なリソースを有しているという決定を
受けて、上記ユーザ機器に上記録画を転送する
　ようにさらに構成されている、項目２４に記載のシステム。
（項目２６）
　上記制御回路が、上記録画を実行するために上記ネットワーク記録デバイス内のスペー
スを購入するためのユーザ指示を受信するようにさらに構成されている、項目１６に記載
のシステム。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施形態による例示的双方向テレビ・システムの図である。
【図２】図２は、本発明の一実施形態によるテレビリスト項目を表示している例示的ディ
スプレイ画面を示す。
【図３】図３は、本発明の一実施形態によるテレビ番組に関係する情報を表示している例
示的ディスプレイ画面を示す。
【図４】図４は、本発明の一実施形態により録画が開始された後、テレビ番組を全画面で
表示している例示的ディスプレイ画面を示す。
【図５】図５は、本発明の一実施形態による録画オプションを表示している例示的ディス
プレイ画面を示す。
【図６】図６は、本発明の一実施形態によるユーザ機器の例示的な不一致警告を表示して
いる例示的ディスプレイ画面を示す。
【図７】図７は、本アプリケーションの一実施形態によるネットワーク記録デバイスを用
いた番組録画に関するアドバイスを表示している例示的ディスプレイ画面を示す。
【図８】図８は、本アプリケーションの一実施形態による録画済番組のリスト項目を表示
している例示的ディスプレイ画面を示す。
【図９】図９は、本発明の一実施形態により、ユーザ機器が録画実行のために十分なリソ
ースを欠いている場合に、ネットワーク記録デバイスを用いた録画を実行する例示的処理
のフローチャートを示す。
【図１０】図１０は、本発明の一実施形態により、ユーザ機器が複数件の録画を実行する
ために十分なリソースを欠いている場合に、ネットワーク記録デバイスを用いてこの複数
件の録画を実行する例示的処理のフローチャートを示す。
【図１１】図１１～１２は、本発明の一実施形態によりネットワーク記録デバイスを用い
て番組を録画するか否かを選択する例示的処理のフローチャートを示す。
【図１２】図１１～１２は、本発明の一実施形態によりネットワーク記録デバイスを用い
て番組を録画するか否かを選択する例示的処理のフローチャートを示す。
【図１３】図１３は、本発明の一実施形態によりネットワーク記録デバイスを用いて録画
済みの番組に基づきネットワーク記録デバイスを用いた番組録画を実行するか否かを決定
する例示的処理のフローチャートを示す。
【図１４】図１４は、本発明の一実施形態により録画をユーザ機器およびネットワーク記
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録デバイスに割振る例示的処理のフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態による双方向テレビ・システム１００の例を示す。ユーザ
機器１１０は、通信経路１２２を介してコンテンツ・ソース１２０から信号の形式でコン
テンツを受信する。実際には、多数のコンテンツ・ソース１２０およびユーザ機器１１０
があってもよいが、図面が必要以上に複雑になることを避けるため図１では各要素を一つ
だけ示した。
【００１２】
　コンテンツ・ソース１２０は、たとえば、ケーブル・システム・ヘッドエンド、衛星テ
レビ配信設備、テレビ放送設備、オンデマンド・サーバ（ＶＯＤサーバなど）、インター
ネットベースのサーバ、ＩＰＴＶサーバ、もしくはその他のコンテンツの送出もしくは配
信に適した設備またはシステムなど、適切なコンテンツ・ソースならばどのようなもので
あってもよい。コンテンツ・ソース１２０は、たとえば、衛星経路、光ファイバ経路、ケ
ーブル経路、もしくはその他の適切な有線経路または無線経路を含む、任意の適切な通信
経路１２２を介して信号を送信するように構成されてもよい。信号は、たとえば、テレビ
番組、音楽、ニュース、ウェブ・サービス、ゲーム、アプリケーション、またはその他の
適切なコンテンツなど適切なコンテンツであればどのようなものを搬送してもよい。
【００１３】
　ユーザ機器１１０は、双方向のテレビ体験を提供するのに適した機器ならばどのような
ものを備えてもよい。ユーザ機器１１０は、テレビ受像機、セット・トップ・ボックス、
ゲーム機、記録デバイス、ビデオ再生装置、ユーザ入力デバイス（リモコン装置、キーボ
ード、マウス、タッチ・パッド、タッチ・スクリーン、および音声認識インターフェース
など）、またはその他の双方向性テレビ体験に適したデバイスなどのテレビジョン機器を
備えてもよい。たとえば、ユーザ機器１１０は、米国Ｍｏｔｏｒｏｌａ，Ｉｎｃ．製のセ
ット・トップ・ボックス、「ＤＣＴ１２００」、「ＤＣＴ２５００」、「ＤＣＴ５１００
」、「ＤＣＴ６２０８」、または「ＤＣＴ６４１２」を備えてもよい。いくつかの実施形
態では、ユーザ機器１１０が、テレビ・カードを有するパーソナル・コンピュータ（ＰＣ
ＴＶ）などのコンピュータ機器を備えてもよい。
【００１４】
　図１の例では、ユーザ機器１１０は、少なくとも制御回路１８０、ディスプレイ・デバ
イス１２０、記録デバイス１４０およびユーザ入力デバイス１１６を備えており、この各
構成要素を、独立のデバイスとして、または一体化されたデバイスとして実装してもよい
。双方向番組ガイドなどの双方向テレビ・アプリケーションは、経路１２２を介してコン
テンツ・ソース１２０により送信されるコンテンツをディスプレイ・デバイス１２０上で
表示し、双方向テレビ・アプリケーション機能を提供するためにユーザ機器１１０に実装
されてもよい。
【００１５】
　記録デバイス１４０は、パーソナル・ビデオ・レコーダ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｖｉｄｅ
ｏ　ｒｅｃｏｒｄｅｒ：ＰＶＲ）、デジタル・ビデオテープ・レコーダ（ｄｉｇｉｔａｌ
　ｖｉｄｅｏ　ｒｅｃｏｒｄｅｒ：ＤＶＲ）、ビデオ・カセット・レコーダ（ｖｉｄｅｏ
　ｃａｓｓｅｔｔｅ　ｒｅｃｏｒｄｅｒ：ＶＣＲ）、ＤＶＤレコーダ、またはその他の適
切なビデオ記録器ならどのようなものであってもよい。記録デバイス１４０は、１つ以上
のチューナを備えてもよい。
【００１６】
　ディスプレイ・デバイス１２０は、たとえば、テレビジョン・モニターまたはコンピュ
ータ・モニターなどの適切なデバイスならどのようなものであってもよい。ディスプレイ
・デバイス１２０はまた、音声を出力するように構成されていてもよい。
【００１７】
　制御回路１８０は、入力デバイス１１６からユーザ入力を受け、本双方向テレビ・アプ
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リケーションの指示を実行するようになっている。制御回路１８０は、１つ以上のチュー
ナ（アナログ・チューナまたはデジタル・チューナなど）、符号器および復号器、デクリ
プタ（ｄｅｃｒｙｐｔｅｒｓ）、プロセッサ（ＭＩＰＳファミリ・プロセッサなど）、メ
モリ（ＲＡＭおよびハードディスクなど）、通信回路（ケーブル・モデム回路など）、入
出力回路（グラフィック回路またはディスプレイ・アダプタなど）、ユーザ機器１１０の
様々なデバイスへの接続部、ならびに、その他のアナログ／デジタルテレビ番組プログラ
ミング、番組録画および双方向性のテレビ機能を提供するのに適した構成要素ならどのよ
うなものを備えてもよい。いくつかの実施形態では、制御回路１８０が、たとえば、記録
デバイス１４０、ディスプレイ１２０、またはその他のデバイス（セット・トップ・ボッ
クス、テレビ受像機および／またはビデオ・プレーヤーなど）の一部など、ユーザ機器１
１０の１デバイスの一部として備えられてもよい。
【００１８】
　任意の適当数のユーザが、コンテンツ・ソース１２０および１つ上のデータ・ソース１
２４に接続されたユーザ機器１１０などの装置を有してもよい。しかし図を明確にするた
めに、１ユーザのみの機器が示されている。複数ユーザの機器が、有線テレビジョン・ネ
ットワークまたは任意のその他の適切な手段を用いてコンテンツ・ソース１２０およびデ
ータ・ソース１２４に接続されてもよい。いくつかの実施形態では、複数ユーザの機器が
、任意の適切な手段（ブロードバンド・ケーブル・モデムを介したホーム・ネットワーク
またはインターネットなど）を用いて相互接続されてもよい。
【００１９】
　ユーザ機器１１０は、１つ以上のデータ・ソース１２４から双方向テレビ・アプリケー
ション・データを受信してもよい。データ・ソース１２４は、特定種のコンテンツ用デー
タまたは特定アプリケーション用データを提供してもよい。たとえば、あるデータ・ソー
ス１２４が、非オンデマンド財用データ（無料番組またはペイ・パー・ビュー番組など）
を提供してもよく、別のデータ・ソースが、オンデマンド財用データ（ＶＯＤ番組など）
を提供してもよい。または、たとえば、１つのデータ・ソースが、これらの種類のデータ
両方を提供してもよい。たとえば、あるデータ・ソース１２４が、双方向テレビ番組ガイ
ド用データを提供してもよい。別のデータ・ソース１２４が、たとえば、ユーザ機器１１
０で実行中の別の双方向テレビ・アプリケーション（ホーム・ショッピング・アプリケー
ションなど）用のデータを提供してもよい。いくつかの実施形態では、データ・ソース１
２４が、クライアント／サーバ装置を用いて双方向テレビ・アプリケーションにデータを
提供してもよい。データ・ソースごとに１サーバがあってもよく、全ソースに対して１サ
ーバがあってもよく、またはいくつかの実施形態では、１サーバがプロキシとしてユーザ
機器１１０と多数のデータ・ソース間で通信してもよい。
【００２０】
　図１では、コンテンツ・ソース１２０とデータ・ソース１２４が別々の構成要素として
示されている。実際には、これらの要素の機能を結合し、単一設備の単一システムから、
または多数の設備の多数のシステムから提供してもよい。たとえば、１つのコンテンツ・
ソース１２０および１つのデータ・ソース１２４が、ＶＯＤコンテンツおよび関連のＶＯ
Ｄデータを提供するために結合されてもよい。
【００２１】
　例示の双方向テレビ・システム１００は、ネットワーク記録デバイス１３０を備える。
ネットワーク記録デバイス１３０は、たとえば、ＰＶＲ、ＤＶＲ、ＤＶＤレコーダ、ハー
ドドライブ・アレイ、サーバ、またはその他のユーザ機器１１０の１つ以上のインスタン
スにより選択される番組の録画に適したデバイスを含む、適切な種類の記憶デバイスなら
ばどのようなものであってもよい。いくつかの実施形態では、ネットワーク記憶デバイス
１３０が、独立型のデバイス、ユーザ機器１１０の一部、コンテンツ・ソース１２０の一
部、双方向テレビ・システム１００内のその他のデバイスの一部、または上記の任意の組
み合わせであってもよい。
【００２２】
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　ネットワーク記録デバイス１３０は、制御回路および少なくとも録画動作を行うための
ストレージ・デバイスを備えてもよい。たとえば、ネットワーク記録デバイス１３０は、
少なくとも制御回路１３２およびストレージ・デバイス１３４を備える。制御回路１３２
は、１つ以上のチューナ、プロセッサ、メモリ（ＲＡＭなど）、通信回路、双方向テレビ
・システム１００の様々なデバイスへの接続部、およびその他の適切な構成要素ならどの
ようなものを備えてもよい。制御回路１３２は、ユーザ機器１１０の１つ以上のインスタ
ンスに関して双方向テレビ・アプリケーションから指示を受信する。指示には、たとえば
、番組の録画、番組の消去、番組送信のためのストリームの生成（ＶＯＤの提供物として
など）、消去優先度の修正、またはその他の適切な指示（単数／複数）ならばどのような
ものを含んでもよい。
【００２３】
　双方向テレビ・アプリケーションからの指示受信を受けて、双方向テレビ・システム１
００の他のデバイス（ユーザ機器１１０など）により録画が要求された番組を搬送してい
るチャネルにあわせるよう制御回路１３２がチューナに指示し、その番組をストレージ・
デバイス１３４に録画する。いくつかの実施形態では、制御回路１３２が、たとえば、録
画オプション、録画属性、消去オプション、双方向テレビ・システム１００のデバイスか
らの指示、またはその他の適切な情報などの録画された番組に関連する情報をストレージ
・デバイス１３４に格納する。いくつかの実施形態では、ネットワーク記憶デバイス１３
０が、チューナを必要とせずコンテンツ・ソース１２０から直接コンテンツに（たとえば
ＩＰネットワークのｆｔｐを介して）アクセスしてもよい。
【００２４】
　図２は、ディスプレイ１２０上に表示させるとよい番組ガイド画面２００の例を示す。
ユーザは、たとえば、ユーザ入力デバイス１１６上の「メニュー」、「ガイド」、または
その他の適切なキーを押下するもしくはキーを連続操作する、別の番組ガイド画面または
メニューからナビゲートするなどの任意の適切な手段によって、あるいは当業者に周知の
別の手段によって番組ガイド画面２００にアクセスしてもよい。例示的な番組ガイド画面
２００は、番組リスト項目のグリッド２１０を含み、このリスト項目には、番組タイトル
、チャンネル、放送予定時間が含まれる。この画面には、その他の適切な番組情報であれ
ばどのような情報を含めてもよい。別の実施形態では、番組ガイド画面に、番組のリスト
（すなわち単一列のリスト）を含めてもよい。ユーザは、ユーザ入力デバイス１１６また
はその他の適切な手段を使用して強調領域２１２を用いて所望の番組を選択してもよい。
【００２５】
　番組または録画に適したその他の映像を予約するために、ユーザは、チャネル２８の「
Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」が強調表示されている図２で示すように、所望の番組を強調表示し
、「録画」キーの押下またはキーの連続操作を行ってもよく、もしくはユーザ入力デバイ
ス１１６を使用して画面から「録画」オプションを選択してもよい。記録デバイス１４０
などのユーザ機器１１０内の適切な任意のデバイスが番組を録画すればよい。番組録画指
示の受信を受けて、本双方向テレビ・アプリケーションが、選択された番組に関連するリ
スト項目にアイコン２１６を配置し、番組録画予約が完了したこと（たとえば、図２では
、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」、「Ｉｎｓｉｄｅ　Ｓｔｕｆｆ」、「Ｍｅｎ　Ｉｎ　Ｂｌａｃ
ｋ」が同時に録画予約されている）をユーザに知らせてもよい。
【００２６】
　番組の録画を選択する前に、ユーザが、その番組に関する追加情報を要求してもよい。
たとえば、ユーザは、強調領域２１２を用いてリスト項目を強調表示し、ユーザ入力デバ
イス１１６上の「情報」キーを押下、またはキーを連続操作してもよい。ユーザ要求の受
信を受けて、本双方向テレビ・アプリケーションが、情報画面を表示してもよい。図３は
、情報画面３００の例を示す。この画面は、詳細情報部分３０２、番組詳細説明領域３０
４（番組タイトル、時間およびチャネルを含む）、およびビデオ・ウィンドウ３０６を備
える。画面３００はまた、選択可能なアイコン３１０も備え、そのアイコンの一部または
すべてに、テキスト説明を含めてもよい。この画面には、録画、シリーズ録画、パレンタ
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ル・ロック、またはその他のいかなる適切な双方向テレビ・アプリケーションのアクショ
ン用のオプションを含めてもよい。ユーザが番組録画を望んだ場合は、「録画」キーの押
下またはキーの連続操作、ユーザ入力デバイス（ユーザ入力デバイス１１６など）を用い
た画面からの「録画」オプションの選択、もしくはその他の適切な手段により、その録画
を予約することもできる。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、ユーザは、ディスプレイ・デバイス１２０上でたとえば図４
で示される全画面ビュー４００などの全画面ビュー状態で、番組を視聴していて番組録画
を決定してもよい。その番組の録画のために、ユーザは、ユーザ入力デバイス１１６上の
「録画」キーを押下またはキーを連続操作してもよく、もしくはその他の適切な手段を利
用してもよい。ポップ・アップ通知４０２などのポップ・アップ通知が、録画開始の確認
のために表示されてもよい。このような通知はまた、ユーザの番組録画確認の受信を受け
て（たとえば、図５のメニュー５０２を用いたユーザの録画確認を受けて）表示されても
よい。いくつかの実施形態では、事前に予約されていた録画が開始された場合にポップ・
アップ通知４０２を自動的に表示させてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションが、番組の録画オプショ
ンの設定の入力をユーザに求めてもよい。たとえば、本双方向テレビ・アプリケーション
は、図５で示すような録画オプション画面５００などの画面またはポップ・アップを表示
してもよい。録画オプション画面５００には、ポップ・アップ・メニュー５０２が用意さ
れ、このメニューには、複数の録画オプション５０４が用意されている。録画オプション
５０４には、送信タイプ、解像度、録画優先度、開始バッファ長、番組視聴予定、および
コピー保存期間が含まれる。いくつかの実施形態では、録画オプション・ポップ・アップ
・メニューに、その他の適切な録画オプション（終了バッファ長、録画のためのコピー数
、録画チャネル）を含めてもよい。いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケ
ーションが、番組の録画オプションを自動的に設定してもよい。
【００２９】
　適時（録画が予約または開始される時、もしくは録画実行前の時点）に、本双方向テレ
ビ・アプリケーションが、ユーザ機器が録画実行のために十分なリソースを有しているか
否かを決定してもよい。たとえば、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器が
多数の番組を同時に録画するために利用可能な十分なチューナを有しているか否かを決定
してもよい。本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器内のチューナの現在の使
用状況、予約状況、または（たとえばユーザの視聴習慣から決定される）予想使用状況に
基づきチューナの可用性を決定してもよい。別の例としては、本双方向テレビ・アプリケ
ーションが、ユーザ機器の記録デバイスが録画実行のために十分なスペースを有している
か否かを決定してもよい。本双方向テレビ・アプリケーションが、番組録画のために利用
可能なスペースを、実行中または予定されている録画の実行に必要とされる想定スペース
と比較することにより、記録デバイスが十分なスペースを有しているか否かを決定しても
よい。
【００３０】
　ユーザ機器が録画実行のために十分なリソースを有していないという決定を受けて、本
双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイスに対し１つ以上の録画実
行の要求を送信する。この要求は、たとえば、ユーザ機器が１つ以上の録画の実行のため
に十分なリソースを有していないという知らせであってもよい。その要求を受けて、ネッ
トワーク記録デバイスが、１つ以上の録画を実行してもよく、またはそのユーザのために
、既に録画済みである１つ以上の番組を保持してもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、ユーザが番組を視聴しながら録画を開始し本双方向テレビ・
アプリケーションが、ユーザ機器がその録画の実行のために十分なリソースを有していな
いと決定した場合、本アプリケーションが、ネットワーク記録デバイスにその録画を実行
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するよう自動的に指示してもよい。これにより、ユーザの連続的な視聴を可能にすること
もできる。あるいは、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイス
を用いた録画の実行、またはローカルでの録画実行を可能にするリソースの作成指示の入
力をユーザに要求してもよい。
【００３２】
　ネットワーク記録デバイスに要求を送信することに加え、本双方向テレビ・アプリケー
ションが、ネットワーク記録デバイスが実行するローカル録画をキャンセルしてもよい。
あるいは、ローカル録画をキャンセルする代わりに、本双方向テレビ・アプリケーション
が番組送信に先立ちリソースが利用可能になることを考慮し、そのローカル録画を一時停
止してもよい。その録画の実行用にリソースが利用可能になった場合、本双方向テレビ・
アプリケーションが、ネットワーク記録デバイスを用いた録画のキャンセル、およびその
番組のローカル録画の一時停止の解除を行ってもよい。
【００３３】
　ユーザ機器が全録画の実行のために十分なリソースを有していないという決定を受けて
、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器を用いてローカル録画する番組およ
びネットワーク記録デバイスを用いてリモート録画する番組を選択してもよい。いくつか
の実施形態では、この選択が自動的に行われる。本双方向テレビ・アプリケーションは、
この選択を実施するための適切な基準ならばどのような基準を使用してもよい。たとえば
、本双方向テレビ・アプリケーションは、録画オプション（録画優先度など）、番組の送
信タイプ（初回実行または再実行、デジタル送信またはアナログ送信など）、番組テーマ
（スポーツ・イベントなど）、ネットワーク記録デバイスが番組にアクセスできるか否か
または番組を録画済みか否か、ユーザ機器または別のデバイスにより番組が既にネットワ
ーク記録デバイスに録画済みかもしくはネットワーク記録デバイスを用いて録画するよう
要求されたかに基づいて、あるいはその他の適切な基準に基づいて、ユーザ機器またはネ
ットワーク記録デバイスを用いた特定の録画の実行を決定してもよい。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、ユーザが、本双方向テレビ・アプリケーションに対してネッ
トワーク記録デバイスに特定の基準を満たす番組の録画の実行を要求するよう指示を出す
グローバル・オプション（ｇｌｏｂａｌ　ｏｐｔｉｏｎ）を設定してもよい。この基準に
は、たとえば、録画オプション（録画優先度など）、番組の送信タイプ（初回実行または
再実行、デジタル送信またはアナログ送信など）、番組テーマ（スポーツ・イベントなど
）、番組がネットワーク記録デバイスを用いて既に録画済みであるか否か、またはその他
の適切な基準ならばどのような基準を含めてもよい。グローバル設定では、番組録画のた
めに必要があれば、本双方向テレビ・アプリケーションにネットワーク記録デバイス上の
スペースを自動的に購入するよう指示してもよい。いくつかの実施形態では、追加スペー
スの購入が必要および／または費用がかかる場合、ユーザが、ネットワーク記録デバイス
への番組録画のさらに限定的な基準を設定してもよい。各ユーザに特定量のネットワーク
・ストレージが用意され（たとえば、サービスの層の機能として）かつ追加ストレージの
購入が可能な実施形態では、ネットワーク記録デバイスを用いた番組録画基準に、購入さ
れたネットワーク記録スペースが、各ユーザベースで（たとえば、ユーザの予算によって
）使用されるであろうか否か、および／または、どの程度使用されるであろうかを含めて
もよい。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器またはネ
ットワーク記録デバイスを用いて１つ以上の録画を実行するか否かの知らせの入力をユー
ザに要求してもよい。一例とするならば、適切な入力要求が、図６に示す不一致警告であ
ってもよい。
【００３６】
　通知６００は、説明部分６０２とリスト項目６１０を備える。説明部分６０２は、ユー
ザ機器が十分なリソースを有しておらず、もともと予定されていた番組すべてを録画する
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ことが出来ないことをユーザに通知する。いくつかの実施形態では、この説明部分には、
不足しているリソースの表示（利用可能なチューナの不足、またはスペースの不足など）
を含めてもよい。説明部分６１０は、ユーザ機器を用いてローカルに録画するための２番
組を選択するよう入力をユーザに要求している。説明部分６１０はまた、ネットワーク記
録デバイスを用いて録画する番組を選択するよう入力をユーザに要求している。いくつか
の実施形態では、この説明部分にデフォルト動作を記載してもよい。
【００３７】
　リスト項目６１０には、番組名、チャネル番号、および送信時間が含まれる。このリス
ト項目には、たとえば、チャネル名、送信日、俳優、簡単な説明、またはその他の適切な
情報を含む、適切な情報であればどのような情報を含めてもよい。ユーザは、ユーザ入力
デバイス１１６を用いて強調領域６１２を操作することによりリスト項目を選択してもよ
い。ユーザ機器を用いて録画する番組を選択するため、ユーザが、その番組に関連付けら
れたリスト項目を強調表示し、「ローカルに録画」オプション（たとえば、ボタン６１６
）を選択してもよい。同様に、ネットワーク記録デバイスを用いて録画する番組を選択す
るため、ユーザが、その番組に関連付けられたリスト項目を強調表示し、「リモートに録
画」オプション（たとえば、ボタン６１８）を選択してもよい。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションがユーザに対し、ネット
ワーク記録デバイスを用いて録画する番組およびユーザ機器を用いて録画する番組をアド
バイスしてもよい。たとえば、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録
デバイスが番組を既に録画済みか否かを決定してもよい。録画済み番組が特定された場合
、本双方向テレビ・アプリケーションが、その番組をユーザ機器に録画するのではなく、
代わりにユーザのためにネットワーク記録デバイスに保存することをユーザに対しアドバ
イスしてもよい（たとえば、図７のアドバイス通知７００を参照）。ネットワーク記録デ
バイスに番組を保存させるというユーザ指示の受信を受けて、本双方向テレビ・アプリケ
ーションが、たとえば、制御回路１３２に以前に録画された番組に関連するストレージ・
デバイス１３４のエントリーを修正するよう指示してもよい（たとえば番組の消去優先度
を、「消去しない」、「一括消去しない」、または「保存する」に設定するなど）。
【００３９】
　本双方向テレビ・アプリケーションは、録画用に選択された番組が、任意の適切な方法
でネットワーク記録デバイスを用いて既に録画されているか否かを決定してもよい。たと
えば、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイスを用いて既に録
画済みの番組のリストをネットワーク記録デバイスに要求しそこから受信し、そうした番
組をユーザ機器を用いて録画するために選択されたが、ユーザ機器に録画のために十分な
リソースがない番組と比較してもよい。本双方向テレビ・アプリケーションは、その後、
ネットワーク記録デバイスに、ネットワーク記録デバイスを用いて既に録画済みの番組お
よびもともとユーザ機器を用いて録画するために選択された番組の両方を保存するよう指
示してもよい。
【００４０】
　録画用に選択された番組が、ネットワーク記録デバイスを用いて既に録画されているか
否かを決定する別の方法例として、ネットワーク記録デバイスが、本双方向テレビ・アプ
リケーションから、録画用に選択されたがユーザ機器がそのためのリソースを有さない番
組のリストを受信してもよい。ネットワーク記録デバイスは、その後、選択された番組を
既にネットワーク記録デバイスを用いて録画されている番組と比較し、既にネットワーク
記録デバイスを用いて録画済みである番組をユーザのために保存してもよい。ネットワー
ク記録デバイスはまた、本双方向テレビ・アプリケーションに対してユーザ機器を用いた
録画のうち一致するもののキャンセルまたは一時停止を指示してもよい。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションが、自動的にまたはネッ
トワーク記録デバイスからの通知に応じて、ネットワーク記録デバイスが特定の番組の録
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画を実行できないまたはしないであろうことを決定してもよい。本双方向テレビ・アプリ
ケーションは、その後、この決定を踏まえて、ユーザ機器によるその録画の実行をアドバ
イスしてもよい。たとえば、ネットワーク記録デバイスが、番組の録画のために十分なリ
ソースを欠くこともある（このネットワーク記録デバイスがユーザ機器の付加的な記録デ
バイスである場合など）。別の例としては、このネットワーク記録デバイスが、録画する
可能性のある番組に関する法的な制限を受けることもある（たとえば、コンテンツ・ソー
スのプロバイダーとこのネットワーク記録デバイス間の取り決めのため）。あるいは、こ
のネットワーク記録デバイスが番組を録画しないであろう場合、本双方向テレビ・アプリ
ケーションが、このネットワーク記録デバイスにその番組の録画をさせるための機能を実
行してもよい（たとえば、このネットワーク記録デバイス上の追加ストレージ・スペース
の購入）。
【００４２】
　ユーザまたは本双方向テレビ・アプリケーションが、どの適切な基準も最大限に生かせ
るようにするため、どの録画をどのデバイスに実行させるかを選択してもよい。たとえば
、この基準には、ユーザ機器のリソース（チューナおよび／またはスペースなど）の利用
を最大限にすること、およびユーザによるネットワーク記録デバイスの利用を最低限にす
ることを含めてもよい。このことは、録画実行のためのユーザコストを最小限にするため
の利点となり得る。別の例としては、この基準に、ネットワーク記録デバイスのリソース
の利用合計を最小限にすることを含めてもよい。本双方向テレビ・アプリケーションは、
その結果、ユーザ機器に対してはネットワーク記録デバイスを用いてまだ録画されていな
い番組を録画するよう指示し、ネットワーク記録デバイスに対しては既に録画済みの番組
を保存するよう指示してもよい。さらに別の例として、この基準に、高い録画優先度を有
する番組はユーザ機器を用いて、また低い録画優先度を有する番組はネットワーク記録デ
バイスを用いて録画することを含めてもよい。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザのために、た
とえば、リスト項目の周囲に色付きバーを配置すること、リスト項目の色を変更すること
（たとえば、図６の色付き領域６１４）、リスト項目のフォントを変更すること、リスト
項目の脇にアイコンを表示すること、またはその他の適切な手段を含む任意の適切な手段
を用いて、ユーザ機器が実行することになる録画とネットワーク記録デバイスが実行する
ことになる録画を識別してもよい。ユーザは、通知６００から録画オプション（例、アイ
コン６２０）を選択することにより、ユーザ機器を用いて実行する録画、およびネットワ
ーク記録デバイスを用いて実行する録画を確認してもよく、またはその反対に、キャンセ
ル・オプション（例、アイコン６２２）を選択することにより、ユーザ機器およびネット
ワーク録画機器を用いて実行する録画のうちどれかをキャンセルしてもよい。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ネットワーク記録デバイスを運用しているサービス・プロバ
イダーが、ネットワーク記録デバイスがユーザに代わり実行する各録画の料金を請求して
もよい。別の例としては、ネットワーク記録デバイスが、無制限の録画または特定回数の
録画の実行料金を毎日、週１回または月１回請求してもよい。さらに別の例としては、ネ
ットワーク記録デバイス上でユーザが利用しできるスペース量を、ユーザが購入するサー
ビスの層（シルバー会員、ゴールド会員など）に依存させてもよい。最上位層のサービス
を購入済みのユーザは、最下位層のサービスを購入済みのユーザよりネットワーク記録デ
バイスを用いた録画を多く実行してもよい。
【００４５】
　本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザが割り当てられたスペース量を超えてし
まった場合、サービス・プロバイダーからネットワーク記録デバイス上の追加ストレージ
・スペースを購入（たとえば、さらに上位の層のサービスの購入）するにあたり必要とな
る個人情報の入力をユーザに要求してもよい。これに応じて、購入を完了させるためにＰ
ＩＮ（個人識別番号）またはその他の情報をユーザが入力してもよい。ひとたび購入が完
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了してしまえば、サービス・プロバイダーは、追加スペースをユーザに開放してもよい。
【００４６】
　本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザ機器およびネットワーク記録デバイスに
より実行された録画をユーザに確認させるために、録画済み番組メニューを表示してもよ
い。そうしたメニューの一例が、図８で示されるメニュー８００であり、ユーザは、「録
画済み番組メニュー」キーの押下またはキーの連続操作、別の双方向テレビ・アプリケー
ション画面からのナビゲーション（たとえば、ユーザ入力デバイス１１６を用いてある双
方向テレビ・アプリケーションから「録画済み番組メニュー」オプションを選択）、もし
くは、その他の任意の適切な手段により、このメニューにアクセスしてもよい。メニュー
８００は、録画済み番組リスト項目８０２、詳細情報部分８０４、およびビデオ・ウィン
ドウ８０６を備える。リスト項目８０２は、番組時間、番組タイトル、チャネル番号を含
む。このリスト項目には、その他にも適切な情報であればどのような情報を含めてもよい
。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、このリスト項目に、ユーザ機器を用いて録画された番組とネ
ットワーク記録デバイスを用いて録画された番組の両方を含めてもよい。いくつかの実施
形態では、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザ機器を用いてまたはネットワー
ク記録デバイスを用いて録画された番組に関連するリスト項目に印を付けること（たとえ
ば、アイコン８０８などのアイコンをリスト項目の脇に配置すること、リスト項目の周囲
に色付きのバーを配置すること、リスト項目の色を変更すること、またはリスト項目のフ
ォントを変更すること）で各記録デバイスを用いて録画された番組を識別してもよい。あ
るいは、各デバイスを用いて録画された番組のリスト項目を別々にしてもよい（たとえば
、ユーザ機器用およびネットワーク記録デバイス用からなる２セットのリスト項目）。い
くつかの実施形態では、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザのために表示をで
きるだけ簡素に保つため番組を区別しなくてもよい。いくつかのアプリケーションでは、
ネットワークの他のユーザに代わりネットワーク記録デバイスにより録画された番組の一
部または全部がユーザに表示される。本双方向テレビ・アプリケーションは、表示される
他のユーザの代わりに録画された番組の数を限定するために適切なフィルタならどのよう
なものを使用してもよい。このフィルタは、推奨エンジン（たとえば、マサチューセッツ
州ケンブリッジのチョイス・ストリーム社（ＣｈｏｉｃｅＳｔｒｅａｍ　ｏｆ　Ｃａｍｂ
ｒｉｄｇｅ，ＭＡ）により提供されるパーソナルＶＯＤおよびＰＰＶ推奨エンジンと類似
のもの）であってもよい。
【００４８】
　録画済み番組を再生するために、ユーザは、リスト項目８０２からこの番組に関連する
リスト項目を選択してもよい。選択された番組がユーザ機器を用いて録画されていた場合
、本双方向テレビ・アプリケーションが、たとえば、ディスプレイ・デバイスに選択され
た番組を表示するよう指示することでその番組を再生するようユーザ機器に指示してもよ
い。
【００４９】
　しかし、選択された番組がネットワーク記録デバイスを用いて録画されていた場合、ネ
ットワーク記録デバイスは、ローカルでの再生に向けてこの番組を本双方向テレビ・アプ
リケーションに送信してもよい。たとえば、この番組の再生要求を受けて、ネットワーク
記録デバイスが、ユーザに対しこの番組をＶＯＤ提供物として用意し、ユーザ機器にスト
リームとして送信してもよい。別の例としては、ネットワーク・レコーダが、本双方向テ
レビ・アプリケーションがローカルで再生できるようにするため、この番組をユーザ機器
に（そのユーザ機器がこの番組を受信するのに十分なリソースを有しているという基準で
）転送してもよい。
【００５０】
　動作中、本双方向テレビ・アプリケーションは、たとえば、録画済み番組を消去するこ
とによりリソースを開放してもよい。たとえば、本双方向テレビ・アプリケーションは、
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ユーザ機器およびネットワーク記録デバイス両方に格納されている番組（たとえば、別の
ユーザに代わりネットワーク記録デバイスが録画した番組）であり、かつネットワーク記
録デバイスによりユーザのために保持されている番組を消去してもよい。本双方向テレビ
・アプリケーションはまた、追加ストレージ・デバイスの自動検出または自動設定、およ
び（たとえば、ハードディスクを自動実装すること、またはユーザ機器に追加済みの追加
記録デバイスを自動検出することにより）追加ストレージ・スペースの付加を行ってもよ
い。本双方向テレビ・アプリケーションは、その後、開放されたリソースが、ネットワー
ク記録デバイスからユーザ機器への番組の転送に十分であるか否かを決定してもよい。あ
るいは、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザ機器が番組転送用に十分な空きリ
ソースを有しているか否かを定期的に決定してもよい。ユーザ機器が十分なリソースを有
しているという決定を受けて、本双方向テレビ・アプリケーションは、自動的にまたはユ
ーザの指示に応じて、番組をネットワーク記録デバイスからユーザ機器に転送してもよい
。このことは、たとえば、ユーザがネットワーク記録デバイスの使用時間の代金を支払う
場合に利点となり得る。ひとたび番組が転送されれば、本双方向テレビ・アプリケーショ
ンは、ネットワーク記録デバイスにこの番組の消去、または以前に設定された「消去しな
い」という消去優先度の解除を指示してもよい。
【００５１】
　ネットワーク記録デバイスとユーザ機器の組み合わせの別の使用例が、共同所有されて
いる２００５年１１月４日に出願された、名称を「ユーザ機器の故障時にネットワーク記
録デバイスを用いて番組を録画するシステムおよび方法（ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥ
ＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ　ＰＲＯＧＲＡＭＳ　ＷＩＴＨ　Ａ　ＮＥＴＷ
ＯＲＫ　ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ　ＤＥＶＩＣＥ　ＵＰＯＮ　ＦＡＩＬＵＲＥ　ＯＦ　Ａ　Ｕ
ＳＥＲ’Ｓ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ）」とする、米国特許出願第＿＿＿＿＿号において記載
され、本願にその全体が組み込まれている。
【００５２】
　以下のフローチャートは、本発明のいくつかの実施形態に含まれる処理を示す。図９は
、ユーザ機器が十分なリソースを有していない場合にネットワーク記録デバイスを使用し
て録画を実行するための例示的な処理のフローチャートである。処理９００はステップ９
０２から始まる。ステップ９１０では、本双方向テレビが、録画の実行がユーザ機器１１
０（図１）のリソースを超えるであろうか否かを決定する。たとえば、本双方向テレビ・
アプリケーションが、ユーザ機器１１０が録画を実行するために利用可能な十分なチュー
ナおよび十分なスペースを有しているか否かを決定してもよい。本双方向テレビ・アプリ
ケーションは、ユーザ機器が十分なリソースを有するであろうか否かを決定するために、
ユーザ機器のリソースの現在の使用状況、予定されている使用状況、および予想される使
用状況を特定してもよい。本双方向テレビ・アプリケーションは、ステップ９１０を任意
の回数、いつでも番組の送信時間次第で実行してもよい。
【００５３】
　本双方向テレビ・アプリケーションが、録画の実行によりユーザ機器１１０のリソース
を越えることはないであろうと決定した場合、処理９００は、ステップ９２０に移る。こ
のステップでは、本双方向テレビ・アプリケーションがユーザ機器１１０に録画を実行す
るよう指示する。そうではなく本双方向テレビ・アプリケーションが、録画の実行により
ユーザ機器１１０のリソースを超えるであろうと決定した場合、処理９００はステップ９
３０に移る。ステップ９３０では、ネットワーク記録デバイス１３０（図１）が録画を実
行する。処理９００はステップ９３２で終了する。
【００５４】
　図１０は、ユーザ機器が十分なリソースを有さない場合、ネットワーク記録デバイスを
用いて番組を録画する例示的な処理のフローチャートである。処理１０００は、ステップ
１００２から始まる。ステップ１０１０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、複
数の録画の実行によりユーザ機器１１０（図１）のリソースを超えるであろうか否かを決
定する。たとえば、本双方向テレビ・アプリケーションは、ユーザ機器１１０が録画実行
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のために利用可能な十分なチューナおよび十分なスペースを有しているか否かを決定して
もよい。本双方向テレビ・アプリケーションが、録画を実行してもユーザ機器１１０のリ
ソースを超えないだろうと決定した場合、処理１０００はステップ１０２０へ移る。
【００５５】
　ステップ１０２０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、録画がすぐに始まるか
否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケーションが、録画がすぐに始まるであろう（
たとえば録画開始の数分前）と決定した場合、処理１０００は、ユーザ機器１１０が録画
を実行するステップ１０２５へと移る。そうではなく本双方向テレビ・アプリケーション
が、録画はすぐには始まらないであろうと決定した場合、処理１０００はステップ１０１
０に戻り、その複数の録画の実行のためにユーザ機器が利用可能なリソースに変化があっ
たか否かを決定する。
【００５６】
　ステップ１０１０で、本双方向テレビ・アプリケーションが、録画を実行することによ
りユーザ機器１１０のリソースを超えるであろうと決定した場合、処理１０００はステッ
プ１０３０へ移る。ステップ１０３０では、本双方向テレビ・アプリケーションは、ネッ
トワーク記録デバイス１３０（図１）を用いて実行するためにその複数の録画のうち１つ
以上を選択する。ステップ１０３０は、たとえば、処理１１００（図１１）または処理１
２００（図１２）などの所定の処理であってもよい。ステップ１０４０では、本双方向テ
レビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイス１３０にステップ１０３０で選択
された録画を実行するよう指示する。ステップ１０５０では、本双方向アプリケーション
が、選択された録画の実行を一時停止するようユーザ機器に指示する。
【００５７】
　ステップ１０６０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、選択された録画がネッ
トワーク記録デバイスにより実行済みか否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケーシ
ョンが、ネットワーク記録デバイスが選択された録画を実行済みであると決定した場合、
処理１０００はステップ１０６２で終了する。そうではなく、本双方向テレビ・アプリケ
ーションが、ネットワーク記録デバイスが選択された録画を実行済みであると決定した場
合、処理１０００はステップ１０７０へ移る。
【００５８】
　ステップ１０７０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器１１０が選
択された録画の１つ以上を録画するために十分なリソースを有しているか否かを決定する
。本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器１１０が十分なリソースを有してい
ないと決定した場合、処理１０００はステップ１０６０へ戻る。そうではなく、本双方向
テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器１１０が十分なリソースを有していると決定し
た場合は、処理１０００はステップ１０８０へ移る。ステップ１０８０では、本双方向テ
レビ・アプリケーションが、その１つ以上の選択された録画を実行するため、全ユーザ機
器１１０に対してそうした録画の一時停止を解除する。ステップ１０９０では、本双方向
テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイス１３０を用いたその１つ以上の
選択された録画の実行をキャンセルする。処理１０００は、その結果ステップ１０１０へ
戻る。
【００５９】
　図１１および１２は、ネットワーク記録デバイスを用いて実行するため、複数の録画か
ら１つ以上を選択する例示的処理のフローチャートである。例示的処理１１００は、上述
のように処理１０００のステップ１０３０の時に発生する。処理１１００はステップ１１
０２から始まる。このステップは処理１０００のステップ１０１０にあたる。ステップ１
１１０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、複数の録画のうち１つ以上がユーザ
機器１１０（図１）を用いて実行することが不可能であることを知らせる不一致警告をユ
ーザに対して表示する。この不一致警告ではまた、ユーザ機器１１０の代わりにネットワ
ーク記録デバイス１３０（図１）を用いて実行するために複数の録画のうち１つ以上を選
択する入力をユーザに要求してもよい。ステップ１１２０では、本双方向テレビ・アプリ
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ケーションが、ネットワーク記録デバイス１３０を用いてその複数の録画のうち１つ以上
を実行するためユーザからの選択を受信してもよい。
【００６０】
　ステップ１１３０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、複数の録画のうちその
選択された１つ以上を実行するために、ユーザに割り当てられた十分なスペースをネット
ワーク記録デバイス１３０が有しているか否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケー
ションが、ネットワーク記録デバイス１３０が十分なスペースを有していると決定した場
合、処理１１００はステップ１１４０へ移る。このステップでは、処理１１００が処理１
０００へと戻りステップ１０４０を実行する。そうではなく、本双方向テレビ・アプリケ
ーションが、ネットワーク記録デバイス１３０が十分なスペースを有していないと決定し
た場合には、処理１１００はステップ１１５０へ移る。
【００６１】
　ステップ１１５０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバ
イス１３０上の追加スペースを購入するためのユーザ指示を受信する。たとえば、ユーザ
は、複数の録画のうちのその選択された１つ以上のために追加スペースを購入してもよい
。別の例としては、ユーザがさらに上位層のサービスを購入してもよい。ユーザは、購入
を実行するため、本双方向テレビ・アプリケーションに個人情報（ＰＩＮまたはクレジッ
トカード番号など）を提供してもよい。ステップ１１６０では、本双方向テレビ・アプリ
ケーションが、ネットワーク記録デバイス１３０上のさらなるスペースの購入を実行する
。ステップ１１７０では、処理１１００が処理１０００に戻りステップ１０４０を実行す
る。
【００６２】
　例示的処理１２００は、処理１０００のステップ１０３０時に発生する。処理１２００
はステップ１２０２から始まる。このステップは、処理１０００のステップ１０１０にあ
たる。ステップ１２１０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録
デバイス１３０（図１）を用いて特定基準を満たしている録画を実行するために、ユーザ
がグローバル・オプションを有効にしたか否かを決定する。この特定基準には、たとえば
、録画オプション、番組属性（番組テーマまたは俳優など）、録画実行のためにユーザ機
器１１０（図１）が十分なリソースを有しているか否か、またはその他の適切な基準なら
ばどのような基準を含めてもよい。本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザがグロ
ーバル・オプションを有効にしなかったと決定すれば、処理１２００はステップ１２２０
へ移る。このステップでは、ネットワーク記録デバイス１３０を用いて行われることにな
る録画は選択されない。
【００６３】
　ステップ１２１０において、本双方向テレビ・アプリケーションが、そうではなくユー
ザがグローバル・オプションを有効にしたと決定した場合、処理１２００はステップ１２
３０へ移る。ステップ１２３０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワー
ク記録デバイス１３０を用いて録画を実行するための特定基準を、複数の録画のうちいず
れかが満たしているか否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケーションが、どの番組
もその特定基準を満たしていないと決定した場合、処理１２３０は、上記記載のステップ
１２２０へ移る。そうではなく、本双方向テレビ・アプリケーションが、録画のうち１つ
以上がその特定基準を満たしていると決定した場合、処理１２００はステップ１２４０へ
移る。
【００６４】
　ステップ１２４０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、その１つ以上の録画を
実行するためにネットワーク記録デバイス１３０がユーザに割り当てられた十分なスペー
スを有しているかを決定する。本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録
デバイス１３０が十分なスペースを有していると決定した場合、プロセス１２００はステ
ップ１２５０へ移り、このステップで処理１２００は、処理１０００に戻りステップ１０
４０を実行する。そうではなく本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録
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デバイス１３０が十分なスペースを有していないと決定した場合、処理１２００はステッ
プ１２６０へ移る。
【００６５】
　ステップ１２６０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバ
イス１３０上の追加スペース購入を自動的に実行する。たとえば、本双方向テレビ・アプ
リケーションは、特定基準を満たしている録画をネットワーク記録デバイスを用いて実行
するために、ユーザがグローバル・オプションを有効にした場合、ユーザにより与えられ
たＰＩＮを使用してもよい。いくつかの実施形態では、このグローバル・オプションに、
追加スペース購入権限用の付加的な基準を含めてもよい。そのような実施形態では、本双
方向テレビ・アプリケーションがまた、１つ以上の録画がこの付加基準を満たすか否かを
決定してもよい。ステップ１２７０では、処理１２００が処理１０００に戻りステップ１
０４０を実行する。
【００６６】
　図１３は、ネットワーク記録デバイスを用いて番組を録画するか否かを、ネットワーク
記録デバイスを用いて既に録画済みの番組に基づいて決定するための例示的処理のフロー
チャートである。例示的処理１３００は、ステップ１３０２から始まる。いくつかの実施
形態では、処理１３００が処理１０００のステップ１０１０から１０３０へ移る間で行わ
れてもよい。そのような実施形態では、ステップ１３０２は、処理１０００のステップ１
０１０にあたる。ステップ１３１０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、どの番
組をネットワーク記録デバイス１３０（図１）が既に録画済みかを決定する。以前に録画
された番組を特定するために、本双方向テレビ・アプリケーションが、たとえば、ネット
ワーク記録デバイス１３０を用いて以前に録画済みの番組のリストを要求して受信しても
よい。１つ以上の実施形態では、ネットワーク記録デバイス１３０が、以前に録画済みの
番組のリストを本双方向テレビ・アプリケーションに自動的に送ってもよい。
【００６７】
　ステップ１３２０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器１１０（図
１）を用いた録画用に選択された番組が既にネットワーク記録デバイスを用いて録画済み
であるか否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケーションが、この番組が既にネット
ワーク記録デバイス１３０を用いて録画済みであると決定した場合は、処理１３００がス
テップ１３３０へ移る。ステップ１３３０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、
ユーザ機器１１０にこの番組を録画しないよう指示する。ステップ１３４０では、本双方
向テレビ・アプリケーションが、ネットワーク記録デバイス１３０にこの番組を消去しな
いよう指示する。たとえば、ネットワーク記録デバイス１３０の制御回路１３２（図１）
が、この番組の消去優先度を「消去しない」、「一括消去しない」または「保存する」に
設定するために、ストレージ・デバイス１３４（図１）内の番組に関連する入力を修正し
てもよい。処理１３００はステップ１３４２で終了する。
【００６８】
　ステップ１３２０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、そうではなくこの番組
がネットワーク記録デバイス１３０を用いてまだ録画されていないと決定した場合、処理
１３００がステップ１３５０へ移る。ステップ１３５０では、処理１３００が処理１００
０に戻りステップ１０４０を実行する。
【００６９】
　図１４は、ユーザ機器が複数の録画のすべてを実行するために十分なリソースを有して
いない場合、ユーザ機器およびネットワーク記録デバイスに録画を割振るための例示的処
理のフローチャートである。いくつかの実施形態では、処理１４００が処理１０００のス
テップ１０１０から１０３０への間で行われてもよい。例示的処理１４００は、ステップ
１４０２から始まる。ステップ１４１０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、複
数の録画のうち少なくとも１つを実行するために十分なリソースをユーザ機器１１０（図
１）が有しているか否かを決定する。本双方向テレビ・アプリケーションが、複数の録画
のうち少なくとも１つを実行するために十分なリソースをユーザ機器１１０が有していな
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いと決定した場合、処理１４３０がステップ１４２０へ移る。このステップでは、処理１
４００が処理１０００に戻りステップ１０３０を実行する（すなわちネットワーク記録デ
バイス１３０（図１）を用いた録画のうち少なくとも１つを実行する）。
【００７０】
　ステップ１４１０で、本双方向テレビ・アプリケーションが、そうではなくユーザ機器
１１０が複数の録画のうち少なくとも１つを実行するために十分なリソースを有している
と決定した場合、処理１４００はステップ１４３０へ移る。ステップ１４３０では、本双
方向テレビ・アプリケーションが、この複数の録画のうち少なくとも１つが特定基準を満
たすか否かを決定する。この基準には、たとえば、録画オプション（録画優先度など）、
番組属性（テーマまたは俳優など）またはその他のどのような基準を含めてもよい。いく
つかの実施形態では、ユーザがこの基準を定義してもよい。本双方向テレビ・アプリケー
ションが、複数の録画のうちどれもこの特定基準を満たさないと決定した場合、処理１４
００が上述のステップ１４２０へ移る。
【００７１】
　ステップ１４３０において、本双方向テレビ・アプリケーションが、そうではなくこの
複数の録画のうち少なくとも１つが特定基準を満たすと決定した場合、処理１４００はス
テップ１４４０へ移る。ステップ１４４０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、
ユーザ機器を用いた録画のための特定基準を満たすこの複数の録画のうち少なくとも１つ
を選択する。
【００７２】
　ステップ１４５０では、本双方向テレビ・アプリケーションが、ユーザ機器１１０にス
テップ１４４０で選択された録画を実行するよう指示する。ステップ１４６０では、処理
１４００が処理１０００に戻り、同じ録画を２度（ユーザ機器１１０およびネットワーク
記録デバイス１３０各々で１度ずつ）行うことを避けるようにユーザ機器１１０を用いて
実行するために選択されなかった録画に対してステップ１０３０を実行する。
【００７３】
　番組録画に関連して上述された特徴全てが、ビデオ・オン・デマンド番組、ビデオ・ク
リップ、ゲーム、シリーズ番組、またはその他のユーザ機器１１０による録画および表示
に適したコンテンツであればどのようなものにでも適用してよいことが理解されよう。シ
リーズの場合、本双方向テレビ・アプリケーションが、そのシリーズの１話、数話、また
は全エピソードの複数のコピーを録画してもよい。
【００７４】
　本発明の上述の実施形態は、制限目的ではなく例示目的で記載され、本発明は、後述の
特許請求の範囲によってのみ制限される。
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